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一
　
は
じ
め
に

　
　
一
九
七
〇
年
か
ら
発
行
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
、
そ
の
後
三
年
間
に
約
九
三
億
ド
ル
発
行
さ
れ
た
ま
ま
で
、
中
断
し
て
い
る
。
国
際
通

貨
改
革
の
論
議
の
中
で
は
、
新
Ｓ
Ｄ
Ｒ
あ
る
い
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
改
質
が
考
え
ら
れ
、
中
心
的
な
準
備
資
産
p
r
i
n
c
i
p
a
l

r
e
s
e
r
v
e
a
s
s
e
t

に
据
え
る
こ
と
、
平
価
表
示
の
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
n
u
m
e
r
a
i
r
e
に
な
ろ
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
現
行
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
創
出
当
初
の

そ
れ
と
異
な
る
点
は
一
九
七
四
年
六
月
の
「
国
際
通
貨
改
革
の
概
要
」
の
第
二
部
「
当
面
の
措
置
」
に
基
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
決
定

の
改
訂
（
評
価
の
改
訂
）
と
金
利
改
訂
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
部
「
新
制
度
」
に
盛
ら
れ
た
諸
々
の
改
革
は
実
現
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
、
計
算
単
位
に
す
る
方
向
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
は
か
な
り
実
現
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
リ
ン
ク
の
い
く
つ
か
の
実
例
を
挙
げ
よ
う
。

日
　
一
九
七
一
年
一
二
月
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
通
貨
調
整
に
お
い
て
、
新
し
い
レ
ー
ト
を
実
現
す
ろ
に
当
っ
て
、
従
来
の
金
＝
Ｓ
Ｄ

　
　
　
Ｓ
　
Ｄ
　
Ｒ
　
の
　
価
　
値
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(第１表)

　
Ｒ
＝
ド
ル
の
関
係
か
ら
ド
ル
建
価
格
を
動
か
さ
ず
に
い
た
シ
ス
テ
ム
を
止
め
、
金

　
＝
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
フ
ラ
ン
の
関
係
が
選
択
さ
れ
、
そ
の
際
金
と
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
フ
ラ
ン
建
価

　
格
で
不
変
と
し
た
。
つ
ま
り
、
ド
ル
・
リ
ン
ク
が
絶
対
的
で
な
く
な
り
、
ド
ル
建

　
表
示
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
表
示
が
一
般
化
す
る
嚆
矢
と
な
っ
た
。

�
　
い
く
つ
か
の
国
の
為
替
レ
ー
ト
基
準
の
変
更
に
お
い
て
、
従
来
の
ポ
ン
ド
・
ド

　
ル
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｒ
表
示
に
な
る
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
な
く
て
も
、
そ

　
れ
に
近
い
通
貨
バ
ス
ケ
ッ
ト
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
最
近
の
例
を
第
１
表
に
示
し

　
た
。

臼
　
産
油
国
（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
原
油
価
格
を
従
来
の
ド
ル
建
を
廃
止
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
建

　
の
採
用
に
合
意
し
た
。
こ
れ
は
、
ド
ル
の
変
動
に
よ
ろ
石
油
収
入
の
購
買
力
を
防

　
衛
す
る
た
め
で
、
一
九
七
四
年
七
月
以
降
の
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
表
示
に
よ
る

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
価
値
が
安
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

聯
　
ユ
ー
ロ
債
市
場
で
一
九
七
五
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
建

　
の
起
債
が
行
わ
れ
た
。
ス
イ
ス
の
大
手
化
学
会
社
の
ア
ル
ス
イ
ス
社
、
ス
ウ
ェ
ー

　
デ
ン
国
立
投
資
銀
行
、
フ
ラ
ン
ス
電
力
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
債
券
発
行
の
よ
う

　
な
中
・
長
期
の
金
融
に
お
け
る
為
替
リ
ス
ク
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ

　
た
４
。
ま
た
、
ス
イ
ス
・
カ
イ
ザ
ー
・
ア
ル
マ
ン
銀
行
（
ジ
ュ
ネ
ー
プ
）
が
Ｓ
Ｄ
Ｒ
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㈲

　
　
建
預
金
口
座
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
有
力
銀
行
チ
エ
ー
ス
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
銀
行
も
Ｓ
Ｄ
Ｒ
建
預
金
・
融
資
を

　
　
　
　
　
　
㈲

　
　
開
始
し
た
。

　
㈲
　
ス
エ
ズ
運
河
の
通
航
料
、
国
際
航
空
運
送
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
の
国
際
航
空
料
金
、
国
際
借
款
な
ど
が
ポ
ン
ド
建
・
ド
ル
建

　
　
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｒ
表
示
に
な
る
こ
と
が
計
画
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
次
節
で
み
る
よ
う
な
建
値
通
貨
と
し
て
（
事
例
㈲
㈲
㈲
）
、
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
し
て
（
事
例
ｍ
節
）
用
い
る

こ
と
が
最
近
一
般
化
し
つ
つ
あ
る
。
新
し
い
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
実
現
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
と
い
っ
て
も

そ
の
実
体
は
な
か
な
か
判
り
に
く
い
。
金
価
値
保
証
が
あ
ろ
、
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
リ
ン
ク
す
ろ
と
い
っ
て
も
そ
の
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
単
純
で
は
な
い
。
現
行
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
一
方
で
金
価
値
保
証
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
純
金
〇
・
八
八
八
六
七
一
グ
ラ
ム
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
第
二
一
条
二
項
）

を
も
つ
が
、
金
交
換
さ
れ
な
い
の
で
、
通
貨
請
求
権
と
し
て
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
通
貨
取
引
価
値
を
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
よ
り
決
定
し
て
い

る
と
一
応
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
こ
の
よ
う
な
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
の
持
つ
意
味
を
国
際
通
貨
の
要
件
と
の
関
連
で
明
ら
か

に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
二
　
国
際
通
貨
の
要
件

　
貨
幣
の
要
件
は
何
か
と
い
う
問
を
す
る
こ
と
自
体
}
{
r
r
の
言
う
よ
う
に
"
M
o
n
e
y

i
s
w
r
t
m
o
n
e
y
d
o
a
≒
な
の
で
あ
る

か
ら
、
極
め
て
ナ
ン
セ
ン
ス
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
言
え
ば
国
際
通
貨
の
要
件
は
何
か
と
い
う
設
問
も
、

”
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

m
o
n
e
y

i
s
W
r
Q
t
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l

m
o
n
e
y
d
o
a
≒
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
取
上
げ
ろ
こ
と
は
陳
腐

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
貨
幣
は
計
算
単
位
、
交
換
手
段
、
価
値
貯
蔵
の
機
能
を
果
す
も
の
と
貨
幣
理
論
の
教
え
て
い
る
よ
う
に
、
国
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(第２表)

際
通
貨
の
機
能
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
無
論
、
最
近
の
貨
幣
理
論
で
言
う
よ
う
な
貨

幣
本
質
論
の
反
省
に
立
脚
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
貨
幣
就
中
国
際
通
貨
が
歴
史
的
産
物
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
金
・
ポ
ン
ド
・
ド
ル
と
い
っ
た
典
型
的
国
際
通
貨
の
果
し
た
役
割
を
見
ろ
に
す
ぎ

な
い
。

　
第
２
表
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
国
際
通
貨
制
度
と
外
国
為
替
機
構
を
想
起
す
れ
ば
そ
の
意
味

す
る
処
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
国
際
通
貨
と
い
っ
て
も
、
単
に
国
際
聞
に
用
い
ら
れ
る
通
貨
と

言
っ
た
だ
け
で
は
そ
の
実
体
は
不
明
で
あ
る
。
大
別
す
れ
ば
、
国
家
間
（
政
府
、
中
央
銀
行
間
）

お
よ
び
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
よ
う
な
国
際
機
関
を
通
じ
る
公
的
取
引
に
用
い
ら
れ
ろ
も
の
と
民
聞
レ
ベ
ル

の
貿
易
業
者
、
為
替
銀
行
な
ど
の
私
的
取
引
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
貨
幣
経
済

で
あ
る
以
上
、
計
算
単
位
、
交
換
手
段
、
価
値
貯
蔵
の
機
能
を
果
す
も
の
が
貨
幣
で
あ
る
の
で
、

二
つ
の
取
引
に
対
応
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
第
２
表
の
よ
う
に
命
名
し
て
お
く
。
こ
れ
ら

六
つ
の
機
能
を
世
界
全
体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
引
で
果
す
の
が
f
u
l
l
y

d
e
v
e
l
o
p
e
di
n
t
e
r
n
a
-

t
i
o
n
a
lm
o
n
e
y
な
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
第
２
表
を
満
足
す
ろ
の

は
ド
ル
、
あ
る
い
は
か
つ
て
の
ポ
ン
ド
位
の
も
の
で
あ
り
、
表
自
体
国
民
通
貨
が
国
際
通
貨
た

る
要
件
を
示
す
に
留
る
こ
と
で
あ
る
。
表
に
示
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
金
は
資
産
通
貨
、
ニ
ュ

メ
レ
ー
ル
、
準
備
通
貨
と
し
て
機
能
す
ろ
に
留
り
、
部
分
貨
幣
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ろ
が
、
代

表
的
国
際
通
貨
で
あ
る
こ
と
に
は
変
り
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
Ｇ
Ｄ
Ｒ
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
準
備
ポ
ジ
シ
ョ
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ン
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
よ
う
に
政
府
、
中
央
銀
行
レ
ベ
ル
で
し
か
使
用
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
部
分
貨
幣
の
意
味

を
よ
く
示
し
て
い
る
。
あ
る
意
味
で
、
公
的
取
引
は
私
的
取
引
の
上
部
構
造
で
あ
り
、
第
２
表
の
下
欄
は
上
欄
の
上
部
構
造
と
い
え

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
つ
い
て
、
一
で
論
じ
た
点
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
と
、
日
お
よ
び
口
は
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
の
機
能
に
相
当
し
、
白
０
糾
㈲
は
建
値

通
貨
の
機
能
で
あ
り
、
か
な
り
の
機
能
を
果
す
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
「
概
要
」
の
方
向
も
ま
さ
に
そ
の
点
に
あ
る
と
言
え

る
。
Ｋ
ｇ
に
召
は
、
貨
幣
の
諸
機
能
の
う
ち
交
換
手
段
を
最
も
本
質
的
な
も
の
と
考
え
、
ｓ
Ｄ
Ｒ
は
通
貨
請
求
権
と
し
て
他
国
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�

貨
を
売
買
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
通
貨
の
交
換
手
段
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
第
２
表
に
は
現
わ
れ
な
い
が
交
換
手
段
機
能
の
存

在
を
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
内
e
y
n
e
s
的
貨
幣
観
－
彼
は
『
貨
幣
論
』
冒
頭
で
「
計
算
貨
幣
は
そ
れ
に
よ
り
債
務
や
諸
価
格
そ

し
て
一
般
的
購
買
力
が
表
現
さ
れ
る
が
、
貨
幣
理
論
の
本
源
的
な
概
念
で
あ
抑
」
と
述
べ
、
計
算
貨
幣
を
貨
幣
の
本
質
と
考
え
、
そ

こ
か
ら
本
来
の
貨
幣
∃
o
g
y
p
r
o
p
e
r
と
債
務
の
承
認
a
c
k
n
o
w
l
e
d
g
e
m
e
n
t

o
f
d
e
零
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
派
生
し
た

と
考
え
た
Ｉ
に
よ
れ
ば
、
計
算
単
位
機
能
を
本
質
的
と
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
ｓ
Ｄ
Ｒ
は
貨
幣
の
本
質
を
も
つ
方
向
で
発
展

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
を
考
え
る
に
当
っ
て
重
要
な
の
は
、
上
部
構
造
と
し
て
の
計
算
単
位
通
貨
機
能
（
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
）
で
あ
る
の
で
そ

の
点
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
そ
の
際
通
常
平
価
概
念
を
中
心
に
議
論
が
な
さ
れ
る
。
典
型
的
な
の
は
、
金
本
位
制
の
下
で
の
金
平
価

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
各
国
が
自
由
に
一
定
の
純
分
お
よ
び
重
量
の
金
を
貨
幣
単
位
に
定
め
、
金
貨
の
自
由
流
通
お
よ
び
自
由
鋳
造
・

自
由
溶
解
、
銀
行
券
の
法
定
平
価
で
の
金
兌
換
、
金
の
輸
出
入
の
自
由
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
て
の
国
民
通
貨
が
同
質
の
金

を
共
通
尺
度
に
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
（
交
換
比
）
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
場
合
に
は
、
金
の
商
品
価
値
と
貨
幣
価
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第１図

値
は
一
体
化
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
金
平
価
（
金
と
通
貨
の
交
換
性
）
と
金
平
価
比
の
区

別
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
で
は
な
い
。
（
第
１
図
参
照
。
）

　
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
で
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
平
価
は
金
あ
る
い
は
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
の

ド
ル
で
表
示
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
金
基
準
で
あ
っ
た
。
そ
の
際
平
価
の
維
持

は
、
①
全
て
の
加
盟
国
が
自
国
通
貨
と
金
の
交
換
性
を
保
証
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち

平
価
で
の
金
の
売
買
に
応
ず
る
こ
と
（
金
本
位
制
的
運
用
）
、
②
特
定
国
だ
け
が
自
国

通
貨
と
金
の
交
換
性
を
保
証
し
、
他
国
は
特
定
国
通
貨
と
自
国
通
貨
の
交
換
比
率
を

平
価
比
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
（
為
替
安
定
義
務
）
、
の
い
ず
れ
か
に
よ
っ
て
行
わ
れ

る
。
①
に
つ
い
て
は
介
入
通
貨
は
不
要
で
、
各
通
貨
は
平
等
だ
が
②
の
場
合
に
は
特

定
国
通
貨
が
特
別
の
地
位
を
有
す
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
発
足
時
に
は
ア
メ
リ
カ
以
外
の
諸
国
の
金
保
有
は
僅
少
で
、
交
換
性
は
持
ち
え
な
か

っ
た
の
で
①
の
シ
ス
テ
ム
は
問
題
外
で
、
②
の
シ
ス
テ
ム
が
現
実
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
メ
リ
カ
が
ド
ル
と
金
の
交
換
性
を
維
持

し
（
他
国
の
請
求
に
応
じ
、
い
つ
で
も
自
由
に
ド
ル
を
公
定
価
格
と
い
う
一
定
比
率
で
金
と
交
換
し
、
ド
ル
は
金
の
商
品
価
値
を
保
証
さ
れ
て
い

た
）
、
他
国
は
自
国
通
貨
の
対
ド
ル
直
物
相
場
を
平
価
比
の
上
下
各
一
％
に
維
持
す
る
制
度
－
Ｉ
金
為
替
本
位
制
１
が
成
立
し
、

ド
ル
は
第
１
表
を
満
足
し
、
キ
ー
・
カ
レ
ン
シ
ー
と
し
て
機
能
し
た
。
し
か
し
、
協
定
上
か
ら
ド
ル
の
金
交
換
性
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
国
の
数
を
刄
と
す
る
と
き
、
平
価
は
μ
あ
る
が
平
価
比
は
旨
－
↑
し
か
な
く
、
維
持
す
べ
き

直
物
相
場
も
ａ
ｌ
｛
で
、
こ
れ
は
国
の
数
よ
り
少
な
い
こ
と
に
な
る
。
μ
カ
国
の
う
ち
一
つ
は
直
物
相
場
の
維
持
義
務
は
な
く
、
事

実
上
自
由
に
金
を
売
買
す
る
国
は
為
替
安
定
義
務
を
果
し
て
い
る
も
の
と
み
な
す
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
に
為
替
安
定
義
務
を
免
除
し
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(第２図) て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
図
示
す
れ
ば
、
第
２
図
の
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
金
の
商
品
価
値
を
中
心
と
し
て
ド
ル
価
値
が

他
国
通
貨
・
商
品
の
価
値
に
対
し
て
安
定
す
る
と
い
う
形
で
、
金
の
商
品
価
値
が
基
準
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
な
政
治
力
・
経

済
力
を
背
景
と
し
、
ド
ル
の
通
用
力
・
信
用
が
制
度
そ
の
も
の
を
保
証
し
、
金
の
商
品
価
値
は
裏
面
に
退
き
、
ド
ル
が
価
値
基
準
と

　
　
　
　
　
叫

な
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
関
係
が
曲
り
な
り
に
も
成
立
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
発
足
当
初
か
ら
一
九
五
〇
年
代
中
葉
ま
で
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
〇
年
代

後
半
に
ア
メ
リ
カ
の
政
治
経
済
力
の
相
対
的
低
下
、
国
際
競
争
力
の
弱
体
化
が
明
ら
か
に
な
り
、
ド
ル
は
第
２
図
の
関
係
を
維
持
で

き
な
く
な
っ
た
。
④
に
疑
問
が
生
じ
て
、
①
と
⑤
⑦
と
の
関
係
に
乖
離

が
生
じ
、
各
国
の
手
持
ド
ル
の
金
交
換
請
求
が
起
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の

金
準
備
流
出
、
自
由
金
市
場
で
の
金
価
格
が
公
定
価
格
以
上
に
な
る
と

い
う
、
一
九
六
〇
年
末
か
ら
の
ゴ
ー
ル
ド
・
ラ
ッ
シ
ュ
現
象
が
生
じ
た

た
め
、
金
プ
ー
ル
協
定
に
よ
り
対
処
し
た
が
成
功
せ
ず
、
遂
に
、
一
九

六
八
年
の
金
の
二
重
価
格
制
と
そ
れ
を
追
認
し
た
形
で
の
一
九
七
一
年

八
月
の
金
・
ド
ル
交
換
停
止
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
金
・
ド
ル
交
換
サ

ボ
タ
ー
ジ
ュ
が
結
果
さ
れ
た
。
第
２
図
の
①
が
消
滅
し
（
た
だ
し
、
金

の
公
定
価
格
は
存
在
し
、
金
の
価
他
を
基
準
と
し
た
が
、
全
く
抽
象
的
で
あ

る
）
、
⑥
⑦
も
な
く
な
り
、
②
は
無
意
味
な
形
式
で
あ
る
の
で
、
結
局

③
だ
け
が
意
味
を
も
つ
と
い
う
ド
ル
本
位
制
が
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
体
制
の
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(第３図)

実
体
と
な
っ
た
。
ド
ル
が
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
３
図
が

そ
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
登
場
が
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
創
出
当
初
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
、
金
と
ド
ル
に
よ
っ
て
規
定

さ
れ
た
。
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
純
金
〇
・
八
八
八
六
七
一
グ
ラ
ム
に
等
し
い
と
定
め
ら
れ
（
金
価
値
保
証
）
、
こ
れ
は
丁
度
Ｓ
Ｄ
Ｒ
合
意
時
の

ド
ル
と
等
価
（
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
の
ド
ル
と
同
じ
）
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
一
ド
ル
で
あ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
、

一
方
で
金
価
値
保
証
を
も
っ
た
が
金
交
換
さ
れ
ず
、
他
通
貨
も
金
交
換
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
他
通
貨
と
の
価
値
関
係
は
ド
ル
・
リ

ン
ク
で
あ
っ
た
（
次
節
で
詳
説
す
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
対
通
貨
関
係
で
は
、
金
と
同
様
の
立
場
で
、
ド
ル
と
一
体
化
さ
れ
て
は
い
な

い
。
七
一
年
一
二
月
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
会
議
に
お
け
る
ド
ル
の
金
に
対
す
る
七
・
八
八
％
の
切
下
げ
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
対
し
て
も
同
様
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だ
っ
た
し
、
七
三
年
二
月
の
一
〇
％
切
下
げ
も
同
様
で
、
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
一
・
二
〇
六
三
五
ド
ル
（
一
ド
ル
＝
〇
・
八
二
八
九
四
八
Ｓ
Ｄ

Ｒ
）
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
ル
・
リ
ン
ク
と
い
っ
て
も
、
ド
ル
換
算
で
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
通
貨
の
交
換
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
七
四
年
七
月
の
標
準
バ
ケ
ス
ッ
ト
方
式
で
は
、
ド
ル
・
リ
ン
ク
で
な
く
、
一
六
カ
国
通
貨
の
加
重
平
均
値
に
リ
ン
ク
す
る
よ
う

に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
４
図
は
以
上
を
際
立
た
せ
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
機
能
と
は
、
③
お

よ
び
④
、
そ
し
て
⑤
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
金
価
値
保
証
な
い
し
絶
対
的
金
価
値
を
も
つ
と
言
わ
れ
る
。
そ
の
取
扱
は
、
公
定
価
格
を
有
す
る
金
と
同
じ
で
、
形
式

的
で
あ
る
。
と
く
に
各
国
通
貨
の
フ
ロ
ー
ト
の
下
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
各
国
通
貨
を
通
ず
ろ
市
場
価
格
で
の
金
価
値
（
金
価
格
）
は
実
質

上
変
動
す
る
ｌ
ｌ
無
論
金
の
公
定
価
格
を
前
提
と
し
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
平
価
た
る
金
平
価
（
ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
）
は
不
変
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

Ｄ
Ｒ
の
金
価
値
は
実
際
上
フ
ロ
ー
ト
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
極
め
て
抽
象
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
実
際
上
の
対
通
貨
価
値
の

表
示
に
は
役
立
た
な
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
価
値
関
係
が
規
定
さ
れ
ず
、
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
金
交

換
さ
れ
ず
、
全
て
の
通
貨
が
金
交
換
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
対
通
貨
交
換
比
率
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
二
五
条
八
項
の
同
一
価
値
原
則
に
依
り
決
定
さ
れ
、
平
価
主
義
で
な
い
市
場
相
場

原
理
が
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
際
規
則
○
三
号
に
よ
り
、
具
体
的
算
定
は
ド
ル
換
算
が
行
わ
れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
あ
る
通
貨
の
交
換
比
を
決

め
る
に
は
、
ま
ず
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
金
価
値
と
ド
ル
の
金
平
価
か
ら
ド
ル
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
を
求
め
、
ド
ル
と
そ
の
通
貨
の
市
場
相
場
か
ら
、

ド
ル
換
算
で
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
そ
の
通
貨
の
価
値
を
求
め
る
の
で
あ
る
（
例
え
ば
、
七
三
年
二
月
に
ド
ル
の
一
〇
％
切
下
げ
当
時
で
、
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
９
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一
・
二
〇
六
三
五
ド
ル
、
あ
る
日
の
マ
ル
ク
の
対
ド
ル
相
場
が
一
ド
ル
＝
二
・
五
〇
マ
ル
ク
な
ら
ば
、
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
三
・
〇
一
五
八
八
（
一
・
二
〇

六
三
五
ｘ
二
・
五
〇
）
マ
ル
ク
、
と
し
て
示
さ
れ
る
）
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
ド
ル
の
間
だ
け
平
価
で
、
他
通
貨
と
は
市
場
原
則
を
用
い
、
ド
ル
換

算
で
同
額
と
な
る
よ
う
に
換
算
す
る
。
つ
ま
り
、
ド
ル
基
準
の
同
一
価
値
原
則
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
ド
ル
・
リ
ン
ク
な
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
が
ド
ル
に
作
用
さ
れ
る
わ
け
だ
か
ら
、
同
一
価
値
原
則
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
絶

対
的
金
価
値
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
各
国
は
自
国
通
貨
の
金
価
値
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
平
価
）
か
ら
換
算
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｒ
金
額
も
考
え
ら
れ
、

同
一
価
値
原
則
の
ド
ル
換
算
と
齟
齬
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。
為
替
市
場
で
強
い
通
貨
（
例
え
ば
マ
ル
ク
）
が
ド
ル
に
対
し
て
切

上
げ
ら
れ
る
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
マ
ル
ク
に
対
し
て
減
価
し
、
そ
の
分
だ
け
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
よ
る
マ
ル
ク
の
手
取
り
が
少
な
く
な
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ

の
価
値
は
、
ド
ル
に
対
し
て
切
上
げ
と
な
る
強
い
通
貨
に
対
し
て
低
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
よ
り
強
い
通
貨
が
選
好
さ

れ
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
準
備
資
産
の
役
割
は
後
退
し
て
し
ま
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
常
に
ド
ル
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
で
ド
ル
に
固
定
さ
れ
、
ド
ル
と
共
に

変
動
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
意
識
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
内
部
で
は
固
定
相
場
制
が
と
ら
れ
、
平
価
維
持
の
た
め
Ｅ
Ｃ
各

国
は
相
互
に
市
場
で
相
手
国
通
貨
を
購
入
し
、
そ
の
結
果
生
じ
た
債
権
債
務
の
決
済
は
一
部
金
で
、
そ
し
て
金
価
値
を
も
つ
Ｓ
Ｄ
Ｒ

で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
先
に
示
し
た
齟
齬
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
夏
の
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ラ
ン
買
戻
し
が
そ
の
例
で
あ

り
、
ド
ル
が
欧
州
通
貨
に
対
し
下
落
し
て
い
た
た
め
、
フ
ラ
ン
の
金
価
値
か
ら
換
算
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｒ
金
額
よ
り
フ
ラ
ン
買
戻
し
の
た
め

に
必
要
な
ド
ル
換
算
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
金
額
の
方
が
多
額
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
フ
ラ
ン
ス
は
フ
ラ
ン
の
買
戻
し
を
拒
否
し
た
の

で
、
一
九
七
三
年
一
一
月
五
日
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
決
議
に
よ
り
、
加
盟
国
の
合
意
に
よ
っ
て
行
い
う
る
Ｓ
Ｄ
Ｒ
取
引
に
限
り
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
振
替

に
当
事
国
間
で
合
意
し
た
相
場
で
行
う
こ
と
が
で
き
㈲
る
、
と
い
う
同
一
価
値
原
則
の
部
分
停
止
が
と
ら
れ
、
各
国
通
貨
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平

価
（
金
価
値
に
よ
る
平
価
）
で
決
済
で
き
、
ド
ル
換
算
に
よ
ら
な
く
な
っ
た
（
平
価
主
義
で
行
う
）
。
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第３図　１SDR 中の各国通貨量
　
こ
の
同
一
価
値
原
則
の
部
分
停
止
は
初
め
一
二
〇
日
間
、
さ
ら
に
二
四
〇
日
間
延
長
さ
れ
た
が
、
規
則
○
三
号
の
具
体
的
算
定
カ

式
の
改
訂
が
必
要
と
な
り
、
新
し
い
同
一
価
値
原
則
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の

価
値
の
安
定
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
を
主
要
国
通
貨
の
平
均
値
に
し
よ
う
と
い
う

案
）
、
非
対
称
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
が
通
貨
の
切
下
げ
に
よ
っ
て
下
落
し
な
い
よ
う
な
定
め
を
設
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
を
主
要
通

貨
の
平
均
値
よ
り
高
め
て
ゆ
こ
う
と
い
う
案
）
、
平
価
方
式
お
よ
び
調
整
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
（
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
は
各
国
の
設
定
す
る
平
価
よ
っ

て
定
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
い
か
ん
は
各
国
の
切
上
げ
、
切
下
げ
の
結
果
に
委
ね
よ
う
と
す
る
案
）
、
が
検
討
さ
れ
鴎
？
「
概
要
」
に
よ
り
標
準
バ
ス

ケ
ッ
ト
方
式
が
採
用
さ
れ
た
。
七
四
年
七
月
一
日
決
定
さ
れ
た
暫
定
価
値
決
定
―
｜
対
通
貨
取
引
の
価
値
決
定
‐
－
ｌ
方
式
に
よ
れ

ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
従
来
の
ド
ル
単
一
だ
け
の
リ
ン
ク
か
ら
、
第

３
表
に
示
し
た
一
六
カ
国
通
貨
（
一
九
六
八
年
か
ら
七
二
年
ま

で
の
平
均
輸
出
額
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
国
合
計
の
一
％
以
上
を
占
め
る
）

が
そ
の
輸
出
シ
ェ
ア
に
応
じ
た
各
通
貨
の
ウ
エ
イ
ト
に
よ
り

構
成
す
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
リ
ン
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ

た
か
も
各
国
主
要
通
貨
を
一
定
の
比
率
で
分
散
し
て
保
有
し

て
い
る
の
と
同
じ
だ
け
の
価
値
を
Ｓ
Ｄ
Ｒ
に
保
証
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
主
要
通
貨
の
中

に
切
上
げ
・
切
下
げ
が
生
じ
た
場
合
（
あ
る
い
は
フ
ロ
ー
ト
制

に
お
け
る
通
貨
の
上
昇
下
降
が
生
じ
た
場
合
）
に
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
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は
当
該
切
上
げ
・
切
下
げ
通
貨
（
上
昇
・
下
降
の
通
貨
）
の
ウ
エ
イ
ト
に
応
じ
て
上
昇
し
た
り
、
下
落
し
た
り
す
る
。
ド
ル
・
リ
ン
ク

だ
っ
た
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
各
国
通
貨
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
各
国
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
を
保
有
す
る
こ
と
で
各
国
通
貨
を
少
し
ず
つ
持
つ

こ
と
に
な
り
、
従
来
よ
り
各
国
の
危
険
負
担
が
軽
く
な
る
と
共
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
安
定
に
寄
与
す
る
。

　
標
準
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
は
新
し
い
同
一
価
値
原
則
で
あ
る
が
、
具
体
的
表
示
は
、
一
六
カ
国
通
貨
を
全
部
当
日
の
対
ド
ル
相
場
で

ド
ル
換
算
し
て
合
計
す
れ
ば
そ
の
日
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
ド
ル
価
値
が
算
出
さ
れ
、
出
発
点
の
一
九
七
四
年
七
月
一
日
の
前
営
業
日
だ
っ
た

六
月
二
八
日
に
は
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
Ｈ
一
・
二
〇
六
三
五
ド
ル
だ
っ
た
（
但
し
、
こ
の
場
合
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
に
合
わ
せ
る
た
め
の
調
整
が
行
わ

れ
た
）
。
同
様
に
一
六
カ
国
通
貨
の
対
マ
ル
ク
相
場
に
よ
る
マ
ル
ク
換
算
す
れ
ば
、
一
Ｓ
Ｄ
Ｒ
＝
三
・
〇
八
二
二
二
マ
ル
ク
、
円
換
算

で
三
四
二
・
七
二
四
円
、
ポ
ン
ド
換
算
で
〇
・
五
〇
五
〇
六
六
ポ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
換
算
で
五
・
八
一
七
六
二
フ
ラ
ン
、
リ
ラ
換
算
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

七
八
一
・
二
六
リ
ラ
と
算
定
さ
れ
る
（
い
ず
れ
も
前
述
の
出
発
日
に
お
け
る
も
の
）
。

　
さ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
は
い
ず
れ
に
せ
よ
同
一
価
値
原
則
に
よ
っ
て
対
通
貨
交
換
比
を
決
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
第
４
図
に
示
し
た
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
機
能
に
は
基
本
的
変
更
は
な
い
。
現
在
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
協
定
は
純
金
〇
・
八
八
八
六
七
一
グ
ラ
ム

に
等
し
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
平
価
設
定
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
’
各
国
通
貨
の
金
価
値
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
平
価
、
厳
密
に
は

金
平
価
の
理
論
値
）
と
の
間
に
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
を
成
立
さ
せ
る
（
第
四
図
の
⑤
）
。
た
だ
、
抽
象
的
、
理
論
的
な
も
の
に
留
る
。
具
体
的
な

ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
機
能
は
、
通
貨
交
換
比
率
の
関
係
に
存
在
し
、
第
４
図
の
③
（
お
よ
び
④
）
に
意
味
が
あ
る
。
一
に
述
べ
た
日
は
⑤

に
係
わ
る
も
の
で
あ
る
一
方
、
�
は
③
④
に
係
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
⑤
と
③
と
の
齟
齬
が
発
生
す
る
可
能
性
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

に
含
ま
れ
る
通
貨
の
ウ
ェ
イ
ト
分
だ
け
依
然
存
在
す
る
わ
け
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
機
能
は
二
本
建
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
に
関
連
し
、
い
く
つ
か
の
見
力
に
触
れ
て
お
こ
う
。
一
つ
は
、
金
本
位
制
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
は
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金
で
測
ら
れ
る
べ
き
で
、
絶
対
的
リ
ン
ク
を
考
え
、
通
貨
へ
の
交
換
性
と
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
金
交
換
性
を
不
可
欠
と
す
る
。
そ
の
際
、
金
対

ｓ
Ｄ
Ｒ
討
通
貨
の
関
係
は
、
内
e
y
n
e
s
の
『
貨
幣
論
』
の
超
国
家
銀
行
案
の
金
対
ｓ
Ｂ
Ｍ
対
通
貨
の
関
係
に
類
似
し
て
お
り
、
ｓ
Ｄ

Ｒ
平
価
は
金
平
価
と
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
多
い
考
え
方
で
、
わ
が
国
で
も
松
村
善
太
郎
教
授
な
ど
に
み
ら
れ
る
が
、
「
概
要
」
に
み

ら
れ
る
よ
う
な
方
向
で
は
な
い
。
次
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
金
へ
の
交
換
性
は
不
可
能
と
考
え
る
が
、
金
と
の
絶
対
的
リ
ン
ク
を
主
張
す
る

も
の
で
、
以
上
で
詳
し
く
論
じ
た
現
行
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
が
そ
れ
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
金
価
値
保
証
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
最
後
に
、

か
つ
て
の
内
e
y
n
e
s
『
貨
幣
論
』
の
計
表
本
位
t
a
b
u
l
a
r

s
t
a
n
d
a
d
論
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
を
一
定
商
品
群
に

対
す
る
購
買
力
の
安
定
の
形
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
（
商
品
本
位
制
ア
プ
ロ
ー
チ
）
も
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
次
産
品

の
国
際
緩
衝
在
庫
i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
lbu
f
f
e
r
s
t
o
c
k
と
の
係
わ
り
で
論
ず
る
な
。

　
　
　
　
　
　
　
四
　
国
際
商
品
本
位
制
と
Ｓ
Ｄ
Ｒ

　
K
a
l
d
o
r
は
、
一
九
七
五
年
六
月
一
三
日
の
日
本
経
済
新
聞
社
・
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
講
演
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
世
界
経
済
」
に
お
い
て
、
一
次
産
品
の
国
際
緩
衝
在
庫
に
リ
ン
ク
し
た
国
際
通
貨
（
た
と
え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
を
提
唱
し
た
ａ
。
}
{
･
Q
ぶ
o
吋

は
、
世
界
的
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
解
明
に
力
点
を
置
い
て
い
る
が
、
そ
の
際
そ
の
原
因
を
そ
も
そ
も
補
完
的
関
係
に
あ
る
べ
き

一
次
産
業
と
二
次
産
業
の
不
調
和
な
発
展
過
程
に
求
め
、
そ
の
解
決
に
は
一
次
産
品
の
安
定
的
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
実
現
に

は
国
際
的
緩
衝
在
庫
を
つ
く
り
、
需
給
を
調
和
さ
せ
、
価
格
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
論
じ
た
。
世
界
経
済
の
安
定
の

最
有
望
な
方
策
と
し
て
一
次
産
品
の
国
際
的
緩
衝
在
庫
を
創
設
し
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
よ
う
な
国
際
通
貨
の
発
行
と
直
接
リ
ン
ク
さ

せ
、
そ
の
供
給
を
緩
衝
在
庫
の
量
の
変
動
に
よ
り
自
動
的
に
調
整
さ
せ
る
こ
と
が
最
良
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
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る
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
か
つ
て
金
本
位
制
の
下
で
紙
幣
が
金
に
裏
付
ち
さ
れ
、
金
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
、
基

本
的
な
財
と
の
交
換
性
に
よ
っ
て
裏
付
さ
ち
れ
る
こ
と
に
な
る
。
か
つ
て
金
本
位
制
は
、
財
と
の
関
係
で
安
定
し
た
価
値
を
保
証
す

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
不
完
全
な
が
ら
保
有
し
、
イ
ン
フ
レ
を
多
少
と
も
恒
久
的
に
防
止
す
る
効
果
を
も
っ
て
い
た
が
、
金
産
出
量
が
金

ス
ト
ッ
ク
に
比
し
て
僅
少
で
あ
っ
た
た
め
、
安
定
装
置
と
し
て
は
非
常
に
不
完
全
で
あ
っ
た
。
現
状
で
、
金
本
位
制
に
戻
る
こ
と
は

で
き
な
い
し
ま
た
戻
る
こ
と
も
望
ま
し
く
な
い
か
ら
（
金
産
出
の
分
布
の
偏
在
）
、
財
を
適
当
に
分
布
さ
せ
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
利
益
を

広
げ
、
貨
幣
創
造
力
の
源
泉
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
す
る
に
は
、
一
次
産
品
の
ス
ト
ッ
ク
を
考
え
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す

れ
ば
、
一
次
産
品
の
価
格
安
定
と
同
時
に
、
金
本
位
制
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
｝
｛
’
匙
ｄ
回
の
主
張
は
、
三
で
見
た
商
品
本
位
制
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
を
金
で
な
く
、
商
品
群
に
そ
れ
も

一
次
産
品
群
に
リ
ン
ク
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
国
際
商
品
本
位
制

あ
る
い
は
国
際
商
品
準
備
貨
幣
（
計
表
本
位
、
指
数
貨
幣
と
も
い
う
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
国
際
商
品
本
位
制
の
ア
イ
デ
ア
は
、

古
く
は
｛
[
'
g
y
m
F
G
o
r
ｮ
陳
㈲
、
あ
る
い
は
哨
r
呂
k
G
o
r
S
囲
が
あ
る
が
、
有
名
に
な
っ
た
の
は
E
c
o
n
o
m
i
c

J
o
u
r
-

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

n
a
l
誌
上
で
一
九
四
三
年
か
ら
一
九
四
四
年
に
か
け
て
行
な
わ
れ
た
、
}
{
Q
y
Q
k
l
内
e
y
n
e
s
-
G
r
a
h
a
m
｡

F
.
論
争
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
現
代
版
と
し
て
、
一
九
六
四
年
の
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｔ
Ａ
Ｄ
第
一
回
総
会
に
提
出
さ
れ
た
｝
{
a
t
-
K
a
l
d
o
r
-

i
l
n
b
e
r
g
e
n
�
が
著
名
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ

り
、
そ
の
後
マ
ン
デ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
（
M
e
乱
e
s
-
F
r
a
n
c
e
｡

P
.
）
2
2
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

　
こ
こ
で
は
、
｝
{
Q
y
粂
~
内
e
y
n
e
s
-
G
r
a
h
a
m
｡
　
　
Ｆ
.
論
争
と
’
　
　
　
H
a
r
t
'
内
a
l
d
o
r
-
i
m
b
e
r
g
e
n
の
論
文
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

国
際
商
品
本
位
制
を
め
ぐ
る
議
論
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
ず
前
者
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
｝
｛
Ｑ
ｙ
Ｑ
ｋ
肌
を
め
ぐ
る
論
争
な
の
で
、

H
a
y
e
k
の
主
張
を
明
ら
か
に
し
よ
う
。
｝
｛
Ｑ
ｙ
の
ｋ
は
、
金
本
位
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
評
価
し
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
金
は
特
殊
な
欠
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点
を
持
つ
の
で
こ
れ
に
代
る
合
理
的
代
替
物
を
商
品
群
に
求
め
、
そ
れ
に
対
し
て
通
貨
発
行
（
商
品
準
備
通
貨
）
を
行
お
う
と
考
え

た
。
金
本
位
制
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
○
国
際
通
貨
創
造
機
能
が
あ
る
、
そ
の
際
国
内
金
融
政
策
が
何
ら
か
の

国
際
機
関
の
意
思
決
定
に
作
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
�
金
融
政
策
を
自
動
的
な
も
の
と
し
、
ま
た
予
測
可
能
と
す
る
、
臼
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
保
証
す
る
基
本
的
貨
幣
供
給
の
変
化
は
全
体
と
し
て
正
し
い
、
こ
と
で
、
国
際
本
位
の
自
動
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
評
価
し
た

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
金
供
給
が
不
十
分
な
の
で
、
金
に
頼
る
こ
と
は
不
合
理
で
、
そ
れ
に
代
る
代
替
物
と
し
て
、
商
品
群
具
体
的

に
は
若
干
の
貯
蓄
可
能
な
原
料
商
品
の
倉
庫
証
券
の
あ
る
固
定
し
た
組
合
せ
で
あ
る
商
品
単
位
を
考
え
、
そ
れ
に
対
し
て
交
換
可
能

な
通
貨
を
発
行
す
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
原
材
料
の
需
要
を
安
定
化
す
る
効
果
を
持
ち
、
金
本
位
制
の
メ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
叫

ッ
ト
を
す
べ
て
適
用
で
き
、
デ
ィ
メ
リ
″
卜
は
排
除
で
き
る
と
い
う
・
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ケ
イ
ン
ズ
は
商
品
本
位
の
メ
リ
ッ

ト
は
認
め
る
も
の
の
、
Ｂ
物
価
安
定
と
く
に
コ
ス
ト
・
プ
ッ
シ
ュ
的
な
要
因
に
疑
義
が
あ
る
こ
と
、
�
国
内
賃
金
政
策
を
同
一
歩
調

で
行
わ
な
い
国
々
か
ら
起
ろ
弊
害
が
存
在
す
る
こ
と
（
こ
の
場
合
に
は
、
当
該
国
に
政
策
の
再
考
を
要
求
す
る
こ
と
、
為
替
レ
ー
ト
の
変
更

を
認
め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
）
、
臼
固
定
レ
ー
ト
制
だ
か
ら
対
外
的
に
国
内
価
格
安
定
を
強
制
す
る
こ
と
に
な
り
金
本
位
と
同
様
望
ま

し
く
な
い
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
の
｝
｛
弗
沁
に
対
す
る
内
e
y
n
e
s
の
批
判
を
受
け
て
、
G
o
r
j
吻
･
は
､
内
e
y
n
e
s
の
臼
の
論

点
に
つ
い
て
は
固
定
レ
ー
ト
制
に
固
執
せ
ず
為
替
レ
フ
ト
の
変
更
も
可
能
だ
か
ら
、
い
か
な
る
政
策
も
強
制
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
商
品

本
位
の
メ
リ
ッ
ト
（
金
の
商
品
価
値
の
安
定
、
国
際
投
資
へ
の
利
益
、
流
動
性
選
好
の
上
昇
を
防
い
で
生
産
を
妨
げ
な
い
）
を
強
調
し
た
が
収
、

x
v
e
y
n
e
s
は
商
品
本
位
の
下
で
は
国
内
通
貨
が
相
互
に
歩
調
を
乱
し
て
そ
の
価
値
を
変
化
さ
せ
る
限
り
、
国
内
通
貨
を
国
際
通
貨
に

リ
ン
ク
す
る
何
ら
か
の
秩
序
あ
る
弾
力
的
力
法
は
考
え
ら
れ
ず
、
貨
幣
賃
金
の
安
定
は
国
内
的
解
決
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
勿
と

い
う
彼
の
国
内
均
衡
優
先
の
思
想
を
貫
徹
し
て
い
る
。
以
上
の
論
争
で
明
ら
か
な
こ
と
は
、
商
品
本
位
制
は
金
本
位
制
の
代
替
物
で
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あ
り
、
金
の
機
能
を
商
品
準
備
に
代
替
さ
せ
、
そ
れ
を
通
じ
る
商
品
緩
衝
在
庫
の
機
能
で
商
品
価
格
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
思
想
を
現
代
化
し
た
の
が
、
}
{
a
t
l
内
に
d
o
r
l
T
l
n
b
e
r
g
e
n
の
提
案
で
あ
る
。
そ
の
全
容
を
記
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、

概
容
を
整
理
し
て
お
こ
う
。
彼
ら
は
ま
ず
国
際
通
貨
制
度
に
対
す
る
代
表
的
な
三
つ
の
改
革
案
（
キ
ー
・
カ
レ
ン
シ
ー
制
度
の
拡
張
、

世
界
中
央
銀
行
案
、
金
価
格
改
訂
）
を
批
判
し
、
商
品
準
備
貨
幣
制
度
を
提
唱
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
金
お
よ
び
安
定
度
が
高
く
貯
蔵

に
耐
久
性
の
あ
る
商
品
群
（
主
に
一
次
商
品
）
に
よ
り
カ
バ
ー
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
交
換
可
能
で
あ
る
国
際
通
貨
バ
ン
コ
ー
ル
b
a
n
c
o
r

　
（
預
金
通
貨
）
を
発
行
し
、
バ
ン
コ
ー
ル
に
は
金
平
価
を
も
た
せ
、
商
品
群
と
の
間
の
平
価
も
安
定
に
保
ち
、
対
各
国
通
貨
関
係
は

固
定
レ
ー
ト
で
も
変
動
レ
ー
ト
で
も
可
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
金
以
外
の
実
物
資
産
を
緩
衝
在
庫
と
す
る
こ
と
で
、
物
価
下
落
時
に

は
ス
ト
ッ
ク
吸
収
（
一
次
産
品
生
産
者
の
所
得
増
加
と
流
動
性
増
加
）
、
物
価
上
昇
時
に
は
ス
ト
ッ
ク
放
出
（
一
次
産
品
生
産
者
の
所
得
制
限

と
流
動
性
減
少
）
を
行
い
、
価
格
安
定
効
果
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。
バ
ン
コ
ー
ル
と
金
・
商
品
の
交
換
が
個
々
の
商
品
の
価
格

を
金
で
安
定
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
商
品
群
の
貯
蔵
コ
ス
ト
が
高
く
、
そ
の
負
担
・
処
理
に
問
題
が
あ
る
が
、
彼
ら
は
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
、
①
国
家
的
主
権
の
相
剋
を
回
避
で
き
る
、
②
金
価
格
で
示
さ
れ
た
商
品
価
格
の
安
定
は
、
後
進
国
・
先
進
国
両
者
に
と
っ
て

経
済
的
利
点
を
も
つ
、
③
世
界
経
済
成
長
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
経
験
的
な
非
対
称
性
を
克
服
す
る
（
一
次
産
品
価
格
の
維
持
と
所
得

の
増
大
）
と
い
う
基
本
的
な
も
の
の
ほ
か
に
、
金
本
位
制
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
世
界
の
経
済
的
安
定
を
実
現
す
る
こ
と
、
工
業

部
門
が
停
滞
し
て
も
世
界
の
所
得
の
主
要
部
分
（
一
次
産
品
）
が
保
護
さ
れ
、
工
業
部
門
か
ら
発
生
す
る
不
況
に
対
し
て
天
井
が
高

く
な
る
こ
と
、
一
次
産
品
の
生
産
者
の
所
得
保
護
に
よ
り
し
わ
寄
せ
が
防
止
で
き
る
こ
と
、
発
展
途
上
国
の
所
得
と
投
資
期
待
が
よ

り
確
実
に
な
り
、
高
所
得
国
と
低
所
得
国
と
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
経
済
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
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(第５図)
　
こ
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
主
張
は
一
方
で
発
展
途
上
国
の
一
次
産
品
を
国
際
通
貨
の
基
礎
と
し
て
国
際
通
貨
を
供
給
し
、
他
方
一
次

産
品
の
価
格
を
安
定
さ
せ
る
と
共
に
発
展
途
上
国
の
所
得
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
国
際
的
緩
衝
在
庫
の
設
立
を
考
え

　
　
　
　
　
　
帥

た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
本
節
冒
頭
の
内
a
l
d
o
r
の
主
張
は
こ
の
バ
ン
コ
ー
ル
を
Ｓ
Ｄ
Ｒ
で
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
は
商
品
の
価
値
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
H
a
r
t
-
K
a
l
d
o
r
-
T
i
n
b
e
r
g
e
n
案
で
は
金
も
含
む
）
。
し
た
が
っ

て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
商
品
と
等
価
と
な
る
わ
け
で
、
金
本
位
制
の
下
で
の
通
貨
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
各
国
通
貨
が
商
品
と
直
接
結

び
付
く
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ｓ
Ｄ
Ｒ
は
商
品
ｌ
ｓ
Ｄ
Ｒ
Ｉ
各
国
通
貨
と
い
う
図
式
の
中
間
項
と
な
る
。
ｓ
Ｄ
Ｒ
に
対
す
る
各
国
通

貨
の
交
換
比
率
は
Ｓ
Ｄ
Ｒ
平
価
な
い
し
対
Ｓ
Ｄ
Ｒ
交
換
比
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
固
定
で
な
く
調
整
可
能
な
い
し
変
動

レ
ー
ト
で
あ
る
な
ら
ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
あ
た
か
も
金
為
替
（
正
確
に
は
商
品
為
替
と
で
も
言
う
べ
き
か
）
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
発
足
時
に
考
え
ら
れ
た
金
為
替
本
位
制
（
金
・
ド
ル
本
位
制
）
に
お
け
る
ド
ル
の
役
割
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
図
示
し
た
の
が
、
第
５
図
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
各
国
は
そ
れ
ぞ
れ
物
価
水
準
に
介
入
し
、
商
品
群
の
価
格
安
定
を
図
る
か
ら
、
当
然
各
国
通
貨
と
商
品
群
の
間
に
は

か
つ
て
の
金
本
位
制
下
の
金
平
価
の
よ
う
な
関
係
も
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
も
し

商
品
本
位
制
が
金
本
位
制
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
良
好
に
機
能
す
る
と
す
れ

ば
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
各
国
通
貨
交
換
の
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
実

物
的
裏
付
け
の
あ
る
価
値
の
基
準
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
二
で
が
し
た
第
２
表
に

現
れ
た
ニ
ュ
メ
レ
ー
ル
は
、
い
わ
ば
通
貨
交
換
比
率
を
決
定
す
る
上
で
の
計
算

単
位
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
が
、
実
は
そ
の
背
後
に
実
物
的
裏
付
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け
が
存
在
す
る
か
、
し
な
い
か
は
明
示
的
に
現
れ
な
い
。
か
つ
て
の
金
平
価
、
ま
た
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
で
の
平
価
（
金
を
基
準
と
し
た
理
論

的
平
価
）
は
、
金
の
純
分
・
重
量
と
い
う
実
物
的
裏
付
け
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
対
ド
ル
・
レ
ｌ
卜
と
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
交
換
比
と
い

っ
た
も
の
は
実
物
的
裏
付
け
は
存
在
し
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
単
に
、
μ
通
貨
中
の
交
換
比
ｚ
－
｛
を
決
定
す
る
基
準
で
し
か
な

い
の
で
あ
り
、
共
通
分
母
・
公
分
母
の
役
割
を
占
め
る
に
留
る
。
し
か
し
、
商
品
本
位
に
リ
ン
ク
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｒ
は
、
商
品
群
（
商
品

単
位
）
に
裏
付
け
さ
れ
る
わ
け
で
、
金
本
位
制
の
下
で
の
金
、
あ
る
い
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
体
制
で
の
「
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
の
量
目

及
び
純
分
を
有
す
る
合
衆
国
ド
ル
」
と
同
じ
機
能
を
果
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
第
４
図
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
と
は
異
な
り
、
か
な
り
性
格
が
明

ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｒ
の
価
値
問
題
に
つ
い
て
は
一
つ
の
方
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
Ｓ
Ｄ
Ｒ
価
値
の
方

向
と
は
異
な
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
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